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青森県立青森第二養護学校

視覚 ・ 聴覚 ・ 知的 ・ 肢体 ・ 病弱

令和７年１２月１９日（金）

令和８年２月１０ 日（火）
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番号 （6）具体的方策 （7）具体的方策による目標の達成状況
（8）目標
の達成度

1

①主体的・対話的で深い学び
の視点を踏まえた授業づくり
②多様な病態や障がい特性に
応じた教育的対応の工夫
③ＩＣＴを活用した学習活動
の充実

・「児童生徒の資質・能力を育てるため
の指導の在り方～単元配列表、単元計画
シートの活用～」をテーマとして校内研
究に取り組むことにより、学習指導要領
に基づいた授業づくりにつながるととも
に、年間指導計画の様式改善にもつな
がった。
・タブレット端末の活用に重点を絞り、
児童生徒の学習活動に役立つアプリや生
成ＡＩに関してミニ研修会を年１０回実
施し、教師のＩＣＴ活用スキルに向上に
取り組んだ。

Ａ

・全校研究の成果を踏まえ、学習指
導要領に基づいた単元づくり、授業
づくりの充実を図る。
・知的障がいや自閉症のみならず、
愛着障がい等一人一人の障がいや困
難さに応じた専門性の向上に取り組
む。

2

①児童生徒の思いや願いを踏
まえた指導の展開
②自立と社会参加を目指した
指導内容の整理と指導方法の
工夫
③各学部が連携した教育活動
の推進

・特別支援学校総合スポーツ大会への小
学部高学年児童の応援参加、中学部と高
等部生徒の合同進路学習会、中学部生徒
の高等部作業学習見学など、小・中・高
の児童生徒同士が交流する学習活動に取
り組んだ。
・大学生との絵本の読み聞かせや体操を
とおした交流活動、アイドルグループを
招いた集会活動などを企画、実施した。

Ｂ

・各学部で共通して取り組む教育活
動において、各学部段階の目標や学
習内容を整理し、全職員が共通理解
のもとで指導にあたる。
・児童生徒が将来に対する見通しや
目標をもつことができるように、異
学年同士の学習活動や地域の社会活
動に触れる機会を工夫して設定す
る。

（9）-ア　学校関係者からの意見・
要望・評価等

自　　　己　　　評　　　価 学校関係者評価

（10）次年度への課題と改善策

・児童生徒が様々な体験を重ねる
ことができているが、その時の自
分の気持ちに気づくような指導の
充実に期待している。また、学習
を進めるにあたっては、児童生徒
がじっくりと取り組む内容と時間
を確保するようにしてほしい。

キャリア発達を促す教育活
動の充実

・児童生徒一人一人が「自分の活
動が誰かの役に立っている」と実
感できる機会となっていると思
う。この実感をさらに充実させて
いくことが、児童生徒の内面の醸
成につながるのではないか。

（9）-イ　学校関係者評価委員会の構成

学校整理番号

対象障害種別

（3）重点目標

連帯と協力による学校運営の推進

（1）学校教育目標

（5）評価項目

（4）結果の公表
・保護者に対して、学部参観日に学校評価結果について資料を配付し、説明した。
・ホームページに掲載している評価結果を更新する予定である。

個に応じた教育活動の充実

　児童生徒数の増加により、多様な障がい特性に対応した指導及び自立活動の充実など、一人一人の教育的ニーズに応じ
た指導が一層求められている。学校経営にあたっては各関係機関との連携強化を図るとともに、地域の協力、保護者の参画
による学校力の向上に努めている。

学校運営協議会委員９名
　保護者１名、地域及び地域住民２名、
　児童養護施設職員１名、
　実習・進路先施設職員１名、青森市保健所職員１名、
　学識経験者２名、当事者団体代表１名

　児童生徒一人一人の障がいの状態や特性に応じた指導を通して、それぞれの可能性を最大限に伸ばし、自立と社会
参加のための生きる力を育む。

児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた指導の充実

キャリア発達を促す指導の充実

地域と連携・協働した活動の推進

学 校 名

自己評価実施日

学校関係者評価実施日

（2）現状と課題

令和７年度　学校評価結果報告書（特別支援学校用）



3

①地域の人材や資源、学校運
営協議会を活用した指導の展
開
②保護者や関係機関との円滑
かつ効果的な連携の工夫
③特別支援教育における地域
のセンター的役割を担う取組
の充実

・戸山地区の清掃や資源回収活動等、地
域住民との交流や地域の協力を得て行う
活動を設定し、工夫や改善を図りながら
実施した。
・子どもの発達に関する教育相談を行う
とともに、「にようにこにこランド」を
企画、実施し、土曜日に、未就学児が学
校での活動を体験したり、保護者が養育
や就学に関する相談をしたりする機会を
設けた。

Ａ

・保護者、入所施設や放課後等デイ
サービス事業所等と日常的に児童生
徒の状況を共有し、共通のかかわり
や支援を行う。
・児童生徒のニーズを把握し、地域
資源の情報を収集した上で、各学部
段階に応じた地域交流活動を展開す
る。

4

①県単位事務局（青森県特別
支援学校スポーツ連盟事務
局、特別支援学校技能検定・
発表会清掃分野マネージャー
校、特別支援学校養護教諭連
絡協議会）業務の遂行
②服務規律の徹底と福利厚生
の推進
③業務改善をとおした教職員
のワークライフバランスの充
実

・体罰、不適切な対応に関するアンケー
ト結果を踏まえ、教職員全員でワーク
ショップを実施し、望ましい対応につい
て話し合う場を設けた。これにより、職
員一人一人が問題を自分事として捉え、
児童生徒の尊厳や安全に配慮した関わり
への意識が高まった。
・スクールバスの位置情報アプリの導
入、生成ＡＩを活用した各種会議録の作
成等に取り組み、教職員の負担軽減につ
ながった。

Ａ

・適切なかかわり、指導・支援を意
識する機会を積極的に設ける等、服
務規律の徹底を図る。
・業務運営が効率的・効果的になさ
れるよう業務の平準化を図るととも
に、生成ＡＩの活用を進め、さらな
る業務改善に取り組む。

（11）総括

　「教職員による自己評価」20項目の平均評価点が 3.3（昨年度3.2）、「保護者アンケート」19項目の平均評価点が 3.6（昨年度3.6）、「学校関係者アンケート」20項目の
平均評価点が3.8（昨年度3.6）であり、全項目の達成度の平均が教職員90% 、保護者96% 、学校関係者100％であることから、今年度の教育活動については「おおむね適切に実
施された」と捉えることができる。
　教職員の自己評価及び保護者アンケートの結果、学校運営協議会委員からの意見や要望を踏まえ、次年度は各学部間の連携を図り、キャリア教育に資するカリキュラムマネ
ジメントを推進するとともに、より一層の業務改善により、教職員が児童生徒と向き合い、丁寧に授業づくりに取り組める時間を確保することに努めていく。

関係機関等との連携強化

・教職員の業務改善について、非
常に学校運営も大変な時代だとは
思うが、結果的には「良い教育活
動」につながる大きな要因の一つ
だと思うので、今後の継続的な取
り組みに期待している。

連帯と協力による学校運営
の推進

・地域との交流やさまざまな活動
により、児童生徒自身ができるこ
との達成感や感謝の気持ちを持っ
て取り組んでいる。特に資源回収
は頼りにしている方々がいて、
「いつもありがとう」と言われる
ことに取り組んできた年月を感じ
る。できればこういう活動時に
は、報道関係などに投げ込みをし
て地域に幅広くお知らせしてもよ
いのではないか。


